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1 SDGｓ

平成27年(2015)年9月の国連サミットにおいて全会一致で採決され
た、令和12(2030)年を期限とする国際社会全体の開発目標で、「誰
一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範
な課題に統合的に取り組むこととされており、17のゴール(目標)と169の
ターゲットが設定されている。Sustainable Development GOALｓの
略。

2

2 GIGAスクール構想

児童生徒向けの1人1台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体
的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すことのなく、公正に個別
最適化された創造性を育む教育を、全国の学校現場で持続的に実現さ
せる構想。Global and Innovation Gateway for Allの略。

4

3 ICT
情報通信技術の総称。従来のITを発展させた考え方で、情報通信や
ネットワークに関連するコンピューター技術の活用に着目する場合に用い
る。Information and Communication Technologyの略。

4

4 FCV・EV

FCVは燃料電池内で水素と酸素の化学反応によって得られた電力で、
モーターを動かして走る自動車。「Fuel Cell Vehicle」の略で、燃料電
池自動車のこと。
EVは自宅や充電スタンドなどでバッテリーに充電を行い、モーターを動かし
て走る自動車。「Electric Vehicle」の略で、電気自動車のこと。

5

5 準用河川
一級河川及び二級河川以外の河川で市町村が指定し、管理を行う河
川。

5

6 シビックプライド
「この都市をより良い場所にするために自分自身が関わっている」というある
種の当事者意識を伴う自負心のこと。

6

7 シティプロモーション
地域を持続的に発展させるために、地域の魅力を創出し、地域内外に効
果的に訴求し、それにより、人材・物財・資金・情報などの資源を地域内
部で活用可能としていく活動。

6

8 関係人口
市出身者や在勤歴や在学歴をもった人など、地域や地域の人々と多様
に関わる人々のこと。

7

6 リカレント教育
社会人の学び直しのことで、個人の生涯学習を目的とした学び直しや、
就業者自らが仕事のスキル向上、キャリアアップなどを目的に行う学び直し
をいう。
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10 日常をときほぐす観光

スローツーリズムやグリーンツーリズムなどを発展させ、地域資源の活用によ
る経済循環につなげる観光。本市の自然や歴史、伝統文化、食、人々
が持つ知恵や技などを資源として捉え、掘り起し、磨き上げ、来訪者の
「懐かしむ」「癒される」「自己を見つめる」舞台として、「癒しや和み」の時
間と空間を提供する観光。

7

11 PFI
公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び
技術的能力を活用して行う手法。Private Finance Initiativeの略。

8

12 地域の夢プラン
地域住民の自主的・主体的な話合いを通じて、地域の困りごとの解決や
魅力の拡大など地域活性化に向けた具体的な取り組みを定めた計画。

8

13 デジタルリテラシー
パーソナルコンピューターやスマートフォンなどの情報通信機器、インターネッ
トなどの情報通信技術のようなデジタル技術について理解し、適切に利活
用する能力。

10

14 カーボンニュートラル
二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林管理などに
よる吸収量を差し引いて、合計を実質的にゼロにすること。

10

15 バイオマス
再生可能な生物由来の有機性資源で、石油などの化石資源を除いたも
の。

10

17 ブルーカーボン生態系
藻場・浅場等の海洋生態系に蓄積される炭素のことを「ブルーカーボン」と
いい、そうした作用を有する生態系の総称。海草、藻場、海藻藻場、湿
地・干潟、マングローブ林が挙げられる。

10

18 ブルーエコノミー

水産業、海運、海洋レジャー、海洋における鉱業、海洋再生エネルギー
産業、港湾・水インフラ産業、船舶関連産業、沿岸地域観光などの海洋
に関連する経済活動で、海を守りながら経済や社会全体をサステナブル
に発展させることを前提とした海洋産業をさす。

10

19
周南コンビナート
脱炭素推進協議会

構成員にコンビナート企業、化学工学会、市、オブザーバーに経済産業
省、国土交通省、環境省、林野庁、山口県、学識経験者が参画し、周
南コンビナートの産業競争力の維持・強化と脱炭素化の両立に向けて協
議・検討等を行う場。

11

20
アンモニア
サプライチェーン

アンモニアの原料調達から製造、輸送、貯蔵、利用に至るまでの一連の
流れのこと。
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21
カーボンニュートラル
ポート

臨海部におけるカーボンニュートラルについての取組。
輸入貨物の99.6%は港湾を経由しており、発電所やコンビナート企業な
どのCO2排出量の多い施設が臨海部に集中しているため、臨海部におい
て脱炭素化に向けた先導的な取組を集中的に行うことで、2050年カー
ボンニュートラル実現に多くの役割を果たすことができる。

11

22 スマート農業
ロボット技術や情報通信技術(ICT)など最新の技術を取り入れて、より効
率的かつ持続可能な農業を実現することを目的とした新たな農業。

12

23 DX

企業等がビジネス環境等の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を
活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを
変革するとともに、業務そのものや組織、プロセス、企業文化・風土を変
革し、競争上の優位性を確立すること。Digital Transformationの
略。

12

24 LGBTQ

LGBTQとは、Lesbian（レズビアン、女性同性愛者）、Gay（ゲイ、男
性 同 性 愛 者 ） 、 Bisexual （ バ イ セ ク シ ュ ア ル 、 両 性 愛 者 ） 、
Transgender（トランスジェンダー、性自認が出生時に割り当てられた
性別とは異なる人）、Questioning/Queer（クエスチョニング/クイア、
自分の性のありようについて迷っている、決められない、もしくは決めたくない
人）の頭文字をとった言葉。

13

25 ジェンダー

「社会的・文化的に形成された性別」のこと。人間には生まれついての生
物学的性別（セックス/sex）がある。一方、社会通念や慣習の中には、
社会によって作り上げられた「男性像」、「女性像」があり、このような男
性、女性の別を「社会的・文化的に形成された性別」（ジェンダー
/gender）という。「社会的・文化的に形成された性別」は、それ自体に
良い、悪いの価値を含むものだはなく、国際的にも使われている。

13


